JATES会員企業あて

環境とエネルギーに関する調査研究会について（参加のご案内）

2008年2月20日

（社）科学技術と経済の会（JATES）

専務理事　藤岡　宏衛

　2005年に京都議定書が発効し、グレンイーグルズ・サミットにおいては、小泉元首相が、「現在日本では環境保護と経済発展を両立させる、そしてその鍵を握るのは科学技術だと思う。そういう中で、過去日本は、大量生産、大量消費、大量廃棄、これは当然だと思っていたが、そういう時代ではない。」と述べた。

また、今年の洞爺湖サミットでは福田首相が環境問題を最重要なテーマとして取り上げることとされている。すなわち、「最大のテーマは気候変動問題。今や、地球環境問題は、議論の段階を過ぎ、我々の生活や経済活動に大きな影響を与える現実の問題となった。このまま何もしなければ、自然環境、経済社会活動の両面で破局を迎えかねないという意味において、人類にとって新しい大きな挑戦である。」（ダボス会議での首相演説より引用。）

環境・エネルギー問題は古い歴史を有するテーマであるが、このような動きを受けて現在各業界、各企業でさまざまな取り組みが改めて始まった。

しかし、環境問題は経済活動、社会的な活動に深く関係し、その取り組み方は業種間で差が見られ活動の方向に悩みが見られないではない。

そこで、当会の異業種交流の特性を生かし、以下の観点から調査研究と業種間交流を行う場を設けることとし、参加企業を募集致します。

本研究会の位置づけは技術経営会議の中の準備研究会とし、ゆくゆくは専門委員会として一定の時間軸の中で成果を出すことを視野に入れることとする。

1. 目的
　環境とエネルギー問題に関し各界との交流を図り、産業界各業種、各企業での取り組みに関し、その取り組み方、問題点、進行状況についての交流を図る。
　科学技術に立脚した視点から、環境とエネルギーの問題を分析し、その論理や帰結、通念の検証を行うための必要施策や研究開発課題を検討する。環境問題としては地球温暖化を主として取り上げることとする。

2. 方法
2-1. 研究会の設置
　関心あるJATES会員企業からなる「環境・エネルギー問題（準備）調査研究会」を設ける。

2-2. 研究の進め方
　本テーマがカバーする範囲が幅広いところから、今年7月までにおいては以下の活動を主とする。
　-有識者との意見交流
　-政府等の対応状況研究および意見交流
　-対策技術、計測・分析技術の動向調査
　-各種の環境・エネルギーに関するデータの科学技術的検証
　-各業界レベルでの取り組み状況現状紹介・交流
　-参加企業レベルでの取り組み現状紹介・交流
　-海外における状況の調査（文献レベル）

2-3. 結果分析
　以上をもとに次年度以降の活動方針を立てる。

3. 研究会構成
3-1. 委員長（案）
　株式会社日立製作所　執行役副社長　　　川上　潤三氏

3-2. 構成員
　JATES会員企業（技経会以外を含む）から募集。
　構成委員は当面産業界のみとし、ゲストとして政官学関係者・学識経験者を多方面から招聘することに努める。

4. スケジュールと当面の計画（案）
　2008年3月　研究会発足。
　以降2008年7月　までに複数回の研究会を開催。
　当面、CO2固定化技術、炭素除去隔離技術、CO2分解技術等本テーマ関連の技術動向につき学識者と意見交換を行い、その後各社の取り組みに関する意見交換・討議を行う形式で数回開催する。
　第4～5回頃から具体的な活動の方向討議に移行する。

　2008年8月　箱根本会議（技術経営会議本会議）で報告。
　
　承認が得られれば2008年9月より専門委員会活動を開始（第2期計画）。

5. 参加費用
　無料。
　
別紙

技術経営会議事務局　行

　　２００8年　　月　　日

E-Mail ： gikeikai@jates.or.jp
FAX   ：　(03)3263-5504

環境・エネルギーに関する調査研究会

＜参加申込書＞

■会社名　　　：

■所属・役職 ：

■氏    名  ： 

■E-Mail    ：

■TEL　　　　：

■進め方に関する御意見等

JATES_EnvironmentEnergy_計画書20080130

3/3

